
珠洲の良さと諸問題
〜伝統と文化・自然・産業・食の視点から〜

令和４年宝立小中学校度８年生



伝統と文化

〜伝統文化を継承していくには〜

大畠梨紗子・野田爽玄・濱咲緒里



・昔からあるまつりや料理がしっかり受け継がれている

・まつりの季節になると町がにぎやかになる

・まつりで他の地域ではできない体験がたくさんできる（よばれ）

・奥能登国際芸術祭の開催

・奥能登国際芸術祭を通して珠洲のことについて興味を持ってくれる
人が増えている

◯珠洲の良さ



人口の減少

・まつりに参加する若い人が減っている
・珠洲の歴史を知っている人が減っている
・都会に出ていく人が多い
・珠洲で行われているイベントに参加するも観光だけの人が多い
（宿泊客が少ない）

⇒伝統を担う人がいない

伝統と文化の継承が難しい

◯珠洲の諸問題



・市役所（観光交流課）でインタビュー

・市役所でいただいた資料で情報を集める

・珠洲市役所ホームページで情報を集める

・珠洲広報

・インターネット

・地産地消文化マガジン

◯調査方法



珠洲市の

祭り



総合の話し合いで珠洲の
良さは「祭り」という意
見が出たから

・知名度の問題

・若い人の参加

・担ぎ手の問題

◯動機



珠洲市の祭り

・珠洲のまつり紹介（祭りの数や地域別で）

・まつりの発信方法

・積極的に発信しているまつり

・存続が難しいまつりについて

・新型コロナウイルスによる影響



珠洲のまつり紹介

・宝立七夕キリコ祭り

・飯田燈籠山祭り

・蛸島キリコ祭り

・寺家キリコ祭りなど



珠洲のまつりの発信方法

・パンフレット作成

・PR動画作成
・情報サイト作成

・SNSに投稿

この発信をすることによって…

祭りを見に来る人が増えるかもしれないから



飯田燈籠山祭り



宝立七夕キリコ祭り



調査内容 存続が難しい祭りについて

・存続の難しい祭りがある

人口の減少や新型コロナウイルスの影響で中止することも多くなった
のがきっかけ

・参加人数＝若い人が少ない

地元の人の参加率（キリコの担ぎ手不足、太鼓や笛の文化の継承）



調査内容
祭りに来た人の人数

宝立七夕キリコ祭り 4867人 3283人

飯田燈籠山祭り 13000人 10000人

砂取り節祭り 954人 中止

蛸島キリコ祭り 7000人 3993人

正院キリコ祭り 4000人 2282人

大谷キリコ祭り 1500人 中止

寺家キリコ祭り 2000人 1141人

コロナ前 コロナ後



珠洲の良さと課題のまとめ

良さ
・祭りがたくさんある
・珠洲の祭りを見に来てくれる人がいる

課題
・もっと珠洲の祭りを全国に発信する
・祭りを有名にする

・よばれに呼ばれるほど仲良くならないと集落の
祭りのだいごみは伝わらないこと



考察

このまま何もしなかったら祭りを見に来る人やまつりに参加する人は年々減り、

珠洲にある祭りの数が減るのでもっと人口を増やさないとだめだと思います。

そのために…
・移住者を増やし参加できるようにする
・珠洲の魅力を知ってもらう
・珠洲の祭りの魅力を知ってもらう



イベント



①テレビ、ラジオ
③PR動画、ホームページ

①テレビ・ラジオ ②SNS

④雑誌
パンフレット



〈結成〉 10年 〈活動人数〉 約20人

〈活動内容〉

県内外の観光バス（道の駅すずなりから）に同乗

→珠洲の方言を交えながら紹介

地域の人しか知らない歴史やおすすめスポットなど、地元ならではの視点で紹介

課題：高齢化で活動できる人がいなくなってきている

◯観光ボランティアガイド
おらかた案内人



4月

5月 大谷川鯉のぼりフェスティバル

6月

7月 飯田燈籠山まつり

8月 太鼓と踊りの夕べ、砂取り節まつり、トライアスロン大会、宝立七夕きりこまつり

9月 各地域の秋祭り

10月 農林漁業まつり、珠洲焼まつり

11月

12月 あんこう祭り、あえのこと（招き）

1月 珠洲まるかじり

2月 あえのこと（送り）

開催月 イベント内容
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スライド 20

1 「毎日のように」というワードを足してもいいかもです。
小林亮太, 2023/01/17



①あんこうまつり

日程：2022.1.9

珠洲の良さである「食べ物がおいしい」を生かしたイベント

◯珠洲で行われているイベント

年 コロナウイルス 交流人口

令和1年 流行前 4,000人



②珠洲焼まつり

日程：10月上旬

珠洲の伝統文化が色々な人に知られるイベント

年 コロナウイルス 交流人口

令和1年 流行前 2,000人

令和4年 流行後 3,000人



③珠洲まるかじり

日程：２月下旬

珠洲の良さがつまったイベント

年 コロナウイルス 交流人口

令和1年 流行前 1,4000人



考察

現在の活動
・イベント
・イベントのPR

交流人口が増加

観光・移住→伝統・文化の継承に協力しよう！
まつりに積極的に参加しよう！

□Iターンの方や観光客を対象としたイベント
□行事に観光客も参加しやすくする

〈考察〉



芸術祭



芸術祭の現状、課題

・宿泊
客数が
少ない



課題

・地域住民の参加数が
少ない



効果

・移住者が
増えた



芸術祭の宣伝方法

・SNS
・テレビ、ラジオ
・雑誌 パンフレット
・ホームページ
・CM



地域住民の意見

会話が楽しめた
作品の意見を共有出来た
山間部が賑やかになった
芸術祭で改めて自然や環境に恵まれていることに気付いた

・地域住民での交流
・県内や県外の人が尋ねることで活気づく
・珠洲の良さを再確認



考察

文化祭の現状や、効果、地域住民の意
見を調べていて考えたこと

・芸術祭の開催
△宿泊客数が少ない。
△地域住民の参加数が少ない

◯珠洲に観光客、珠洲に興味を持っ
てくれる人が増えた
◯移住者が倍に増えた

⇒珠洲全体で盛り上がれるイベント
⇒団体客の受け入れ施設を増やす



まとめ



ご清聴ありがとうございました。



自然
「海や山を守るには」

越後咲良・谷口空・薮田煌夢



◎珠洲の良さ ◎珠洲の課題

・ゴミがたくさん落ちている
・山が荒れている
・地震が多い

・自然にかこまれている
・空気がきれい
・景色が綺麗
・季節で景色が変わる



環境



◎動機
・全員で珠洲の良さについて書いたときに都会と比べて
静かや景色が綺麗という意見が出た。

・曽の坊の滝周辺にもゴミが多い
・なにか取り組みをしているのか気になったから
・地球温暖化が進んでいる



◎調査方法
・市役所の企画財政課でインタビュー
・大野さん
菊炭の山里づくり運動に
ついてのお話



◎調査内容
里山には森林資源がたくさんある

・木質ペレットストーブの利用
・炭の利用
・竹の利用



◎バイオマスタウン構想
バイオマス・・動植物から生まれた再生可能な有機性資

源。

○バイオマスの種類

・廃棄物系バイオマス（生ゴミ、廃棄される古紙など）

・未利用系バイオマス（稲わら、もみがら、海藻など）

・資源作物系バイオマス（米、イモ類、トウモロコシなど）
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スライド 40

2 それぞれの具体例などイメージしやすいものを書いておくと良いかもしれません
小林亮太, 2023/01/12



・家畜排せつ物等の良質な堆肥の生産・利用促進
・生ゴミの分別・活用
・水産加工残さの活用
・廃食用油の活用
・海藻の活用

○バイオマスタウン構想



◎期待される効果
「環境面での効果」
・CO2排出量の抑制
・廃棄物処理量の減少及び最終処分量の発生抑制
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スライド 42

3 これを出したあとにカーボンマイナスと海藻の話をするのはどうだろう？
小林亮太, 2023/01/12





○海藻の利活用

珠洲市は海岸線が多く海藻が漂着している

バイオマスタウン構想にも関係している



4



スライド 45

4 スライドの４３枚目と４４枚目を入れ替えてみてはどうでしょうか？
小林亮太, 2023/01/12



「経済面での効果」
・廃棄物処理費用軽減
・地域内経済循環の促進

「地域の活性化効果」
・市民参加による意識の高場とコミュニケーションの
活性化
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スライド 46

5 「経済面での効果」「地域の活性化効果」で１枚、「珠洲のよさと課題」でスライドを１枚にするとわかりやすくなりそうですね。
小林亮太, 2023/01/17



◎珠洲の良さと課題
○良さ
・珠洲の自然や環境をい
かした取り組みをすす
めている。
・取り組みを進めること
で地域づくりを行って
いる。

○課題
・取り組みを広めて協力する
人を増やす。



海



動機動機



調査方法

・海岸清掃ボランティア

・環境についての講話
珠洲ビーチクリーンの竹下あずささん

・市役所の企画財政課でインタビュー



海岸清掃ボランティアより

４月 見附海岸の清掃より

中学生だけでたくさんのゴミを拾った。



そこでの疑問

・珠洲市の海のゴミはどこからやってくるの
だろうか？



環境講話より

Suzu Bearch Clean
竹下あずささん

珠洲のゴミを減らそうという取り組み
珠洲は外浦のゴミが特に多い。



市役所企画財政課でのインタビュー

・珠洲市の海のゴミの多く海流の問題では外国の中国から来ている

海流の影響について更にわかったこと

・上戸と宝立の海岸の砂は鉢ヶ崎の海岸にいってしまう。
時には鉢ヶ崎から宝立の船橋川の周辺の海岸に砂を運んでいる。

川から汚れが海に流れている。



疑問

川はどうして汚いのだろうか？



疑問

川はどうして汚いのだろうか？

答え 下水道接続率



珠洲市における下水道接続率

宝立 ４２，８９％

珠洲市 ７３，１０％



珠洲市における下水道接続率

宝立 ４２，８９％

珠洲市 ７３，１０％

宝立で下水道が通っている家庭が４割程度



現状

現在家庭で洗剤を使う時は主に化学洗剤が使われている。

下水道が繋がっていない場合、そのまま川から海に出ていきま
す。

海が汚れる



海をきれいにするために

下水道を通らず海に大さじ一杯の油が流れていったとします。

魚が住めるように薄めるときには何リットルの水が必要だと思いますか



海をきれいにするために

下水道を通らず海に大さじ一杯の油が流れていったとします。

魚が住めるように薄めるときには何リットルの水が必要だと思いますか

約６０００リットル必要です
（お風呂の湯船２０杯分の水です）

×２０



珠洲の海の良さと課題

良さ

・海の環境を守る活動（取り組みや、人）

・豊かな海がある（美味しい海の幸）

課題

・ゴミが減らない

・海だけでなく川も汚れている



海を汚さないために

洗剤の無駄使いをしない

食べ物を残さない（余計な汚れが海に流れないために）

海をきれいにする活動を行う（ボランティアなど）

きれいでみんなが見がみにきたがるような海を取り戻そう



山



動機

４月の総合の時間に珠洲の良さについてみんなと話

し合った。そのとき山についての意見がたくさんあっ

たから、山について調べようと思った。

出てきた意見 ・山が多いけど臭いがある

・森林が荒れている など





調査方法・内容
・曽の坊の滝の周辺の山を散策して今の現状を調べに行った。

・大野さんの話で自然や炭について教わった。

・実際に私達も体験して大変さを学びに行った。

・グループにわかれて企画財政課へ訪問し質問しにいっ

た。

・インターネットで珠洲市のホームページや自分の知りたいこ

とを調べた。



企画財政課でのインタビュー

・４０年前は山に入って虫・きのこ・山菜などを採ってい

た。いろんな人達が入っていった。

・しかし今は人の所有地を意識して

しまい山に入りづらくなっている。

ゴミが溜まりやすい
食べ物がなくなった動物たち（害獣）が降りてくる

原因１



珠洲市の木を使うことで？
木は地元の環境に適した耐性になている
使える期間が長い
珠洲の木を売り出すときには？
木に付加価値をつける必要がある

いま私達が使っている木で特に家を建てる時には、珠洲市
の木を使っていない。
県外のを
使っている

メリット
しかない

原因２



体験活動より

枝払いへ行くと・・・

たくさんの木が植えられていた。植林体験をして良い 経

験をしたと思った。 耕

作放棄地に木を植えて育てている人もいる。

・山が整備されやすくなる
・負担が減る



山に人が入ると

山に人が入ると・・・

・山にゴミが溜まりにくい

・害獣たちも減って人々の被害が減る

・歩くだけで自然と道ができるから森林の仕事をしてい

る人たちの負担が減る

・荒れることが少ない



・山で遊ぶ （山菜採り、虫取り、遊ぶ など）

・植林に協力する

・学校で行っている曽の坊の滝

・自然共生ポイント

人が入る手段



珠洲市

交換

珠洲市 自然共生ポイント



珠洲の良さと課題

良さ◯ ・枝

払いをたくさんの人たちがやっている ・中

学生が学校の取り組みやボランティアへの参加を通 し

て山の清掃を行っている など

課題

✕ ・

山に人が入っていない ・

珠洲の木を使われていない



終わり

私達ができることは？

・植林に関係するボランティアに参加す

る。 ・珠洲市の木をつかって有効活用す

る。 ・ポイ捨てをせずにゴミ箱へ捨てる。

今までの雰囲気が変わる。
害獣たちからの被害が減る



自然チームのまとめ

自分たちにできること

・ゴミを分別す

る ・食べ残しをし

ない ・海、山に関す

るボランティアに参加する。 など

珠洲の自然をこれからも守っていこう！



ご清聴ありがとうございました



池崎泰正・加藤初音

産業
〜産業の課題とこれから〜

池崎泰正・加藤初音



珠洲市には、産業が充実していると思った。
でも、市外の人たちには珠洲市の産業は
あまり認知されていないのが課題だと思った。

動機



・珠洲市の魅力と課題
・珠洲市が現在行っている取り組み
・珠洲市役所でのインタビュー
・調べたことから考えた自分たちの意見

調査内容

市役所でのインタビューの様子



◎豊かな食・地元産業
・それらを支える農業・漁業が魅力

◎温かい人
・困ったときに協力しあえる
・職場体験や総合での講演会で感じた
地域との強いつながりがある

現在の珠洲市の魅力



・石川県の最北端に位置する
→交通、物流の面が課題
でも市外に商品を輸送しなければいけない

・人が少ない
→人口減少で高齢化が進み
後継者問題がおこった

珠洲市の産業における課題



・「珠洲おしごとナビ」HP管理運営
→求人募集や企業を探せる

・「珠洲市特定地域づくり事業協同組合」
日置地区で運営を開始。

現在珠洲市が行っている取り組み



・奥能登芸術祭で珠洲市をPRしている。
スズ弁など地域の食材を使った食品を販売

・「能登SDGｓラボ」
で市内事業者の方の商品開発などの相談を受け、
事業者さんたち同士をマッチングさせる
取り組みをしている。

現在珠洲市が行っている取り組み



Q, 地元産業を発達させる取り組みは？
A, 珠洲市で作っている物をPRしている。

HPでの掲載や出向宣伝などがある。

Q, 各産業の中で最も収益率が高い産業は何か？
A, 利益率の高い産業は地場産業。

でも人手不足が問題になってきている。

珠洲市役所でのインタビュー



Q, ６次産業化への取り組みや支援方法は？
A, 珠洲の「仕事場創業・拡大支援助成金」
という制度で珠洲市の産業を活かした
創業や事業拡大を他企業との
マッチングや資金面での
支援、サポートを行っている。

珠洲市役所でのインタビュー



珠洲市役所でのインタビュー

珠洲では、
・えびすかぼちゃ
規格外のかぼちゃをペーストにし、
それを商品化して販売している。



珠洲の「仕事場創業・拡大支援助成金」という制度
を利用し、最近ではイワキ株式会社が珠洲市におけ
る事業展開に取り組んでいる。

珠洲市役所でのインタビュー



Q, 人口減少により影響が最も大きい産業は何か？
A, 全ての産業が影響をうけている。
・農林水産業

従事者の高齢化と担い手不足が顕著。
・医療業界

医療従事者など人の手が必要な業界は
影響が大きい。

珠洲市役所でのインタビュー



課題

珠洲を知っていて、
珠洲市の特産物を買う人がまだ世の中に
は少ない

調べたことから自分たちで考えたこと

改善策

HPやSNSを使い、様々な方面から珠洲を
知ってもらう。



課題

人材不足が顕著に表れている

調べたことから自分たちで考えたこと

改善策

産業の形を第６次産業にして、
事業者さんたちが協力しあう

→人材不足の解消に



課題

珠洲市内での、
地産地消の取り組みが少ない

調べたことから自分たちで考えたこと

改善策

珠洲市内で生産・加工・販売を行い、

知ってもらうイベントを企画する



調べたことから自分たちで考えたこと

珠洲には
・地域での強いつながり
・豊かな食
・ほかの地域では感じること
のできない自然

という良さがある



調べた珠洲市の特産品

大浜大豆を使った
豆乳マヨネージュ

えびすかぼちゃを使った
チーズケーキ

珠洲の文化を生かした
スズ弁





「食」を選んだ動機

・珠洲について調べていくうちに、珠洲の特産品・食べ物に

は、どのようなものがあるのか気になった。

・皆の意見を聞いてみると「食べ物が美味しい」や「海産物

が豊富」などの意見が出てきた。

実際にどんなものがあるのか調査することにした。



調査方法

・能登地産地消文化情報誌を使って情報収集

・珠洲市ホームページを使って情報収集

・珠洲市役所に訪問してインタビュー

（産業振興課）



特産品について

珠洲の特産品…

のと115、えびすかぼちゃ、加能ガニ、能登牛…等

⇒様々な特産品がある

…珠洲で採れるもの特有の強みもある



・えびすかぼちゃ

⇒珠洲のえびすかぼちゃは県内で生産量一位！

…形がよく、県外に売り出されて

いる

特産品について



・加能ガニ…身は、爪まで詰まっていて、

甘みがある。

⇒去年、市場では

…一杯500万で売れた！

特産品について

引用元：https://www.himemaru.com/crab_zuwai/



様々な特徴や、強みを持っている！！

…珠洲で採れる特産品の多くは市外に売り出されている

⇒
大阪などの大きな市場に売り出している商品も

ある！



でも課題もある…

えびすかぼちゃは形が悪いものは、市場に売り出すことが

できない！

⇒売れなくて処分してしまうものも多い



でも課題もある…

えびすかぼちゃは形が悪いものは、市場に売り出すことが

できない！

⇒売れなくて処分してしまうものも多い

その対策に、商品開発を行っている！！



商品開発について

えびすかぼちゃ…ペースト状など、加工して様々な商品に
利用している

・珠洲市が連携…えびすかぼちゃのバスクチーズケーキ

・道の駅すずなり…かぼちゃのソフトクリーム

など

他にも、様々な特産品を使った商品がある。

⇒ふるさと納税などで売られている



・卵不使用

⇒卵アレルギー、菜食主義者の人でも

食べられる

・カロリー…マヨネーズの半分

⇒使いやすくて、美味しい！

豆乳マヨネージュ



・地元食材にこだわった調味料をシリーズ化

⇒大浜大豆からできた味噌などを使用

・「いしる」を使いやすい容器で販売

マヨドレッシング



ふるさと納税について

引用元
https://furusatohonpo.jp/img/donate/flow_img01_sp.png



ふるさと納税について

ふるさと納税の返礼品人気ランキングベスト３

１．能登牛（すき焼き用） ２．小玉スイカ

３．能登牛（焼肉用）

珠洲市の特産品やサービスを返礼品として選んでもらう

⇒様々な事業者の利益につながり、地域の発展につな

がる。



ふるさと納税について

・6月に起こった地震によって申請数が増えた

⇒約170件

現在の申し込み件数は４，４１２件

入金金額は、 １億 ３４２万円

※２０２２年間実績１月１７日 6月〜7月の申込件数は、
去年よりも多い！！！



食チームのまとめ

良さ

・珠洲には様々な特産品がある！

⇒他の地域にはないようなものがたくさんある。

・若い人でも使いやすいようにアレンジをしたり、

スイーツなど、人気が出やすいような商品に変えている

【商品開発】



食チームのまとめ

課題

・市内の人たちはあまり手に取らない。

⇒馴染み深い商品がない

・次世代の農家がいない。



考察

・移住、定住してもらうためにSNSを通して魅力を

発信する。

・農業を体験できるイベントを開いて、農業について

知ってもらう。

・移住者・定住者との交流をして、

担い手不足を解消する。



ご清聴ありがとうございました。


